
議
員　

本
町
の
高
齢
化
率
は
約
36
％
で

あ
り
、
高
齢
者
世
帯
数
は
19
年
12
月
現

在
で
262
世
帯
、
一
人
暮
ら
し
老
人
世
帯

数
は
324
世
帯
で
す
。
在
宅
介
護
が
ベ
ー

ス
と
言
わ
れ
る
な
か
、
施
設
入
所
を
希

望
す
る
方
の
待
機
者
の
状
況
は
。

町
長　

12
年
４
月
に
介
護
保
険
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
が
、
介

護
保
険
の
総
費
用
は
急
速
に
拡
大
し
、

「
制
度
の
持
続
可
能
」
が
大
き
な
課
題

で
す
。

　

本
町
の
施
設
の
利
用
状
況
は
、
20

年
１
月
末
現
在
で
人
口
７
９
９
６

人
に
対
し
、
65
歳
以
上
は
２
８
８
３

人
で
ほ
ぼ
５
人
に
２
人
が
高
齢
者
と

議
員　

畜
産
農
家
は
約
一
年
に
わ
た

り
、
世
界
的
な
バ
イ
オ
燃
料
の
影
響

に
よ
る
、
飼
料
、
原
油
価
格
高
騰
に

よ
り
営
農
維
持
が
大
変
厳
し
い
状
況

で
あ
り
、
第
一
次
産
業
を
基
幹
と
す

る
当
町
に
お
い
て
も
、
自
主
財
源
で

あ
る
町
税
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
危

機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、「
葛
巻
町
農
業

生
産
資
材
・
飼
料
価
格
等
高
騰
対
策
本

部
」
を
５
団
体
に
よ
り
設
置
し
ま
し
た
。

支
援
策
の
中
味
は
飼
料
の
種
子
購
入
補

助
と
育
成
牛
預
託
費
の
軽
減
策
で
あ
る

が
、
担
い
手
が
就
労
し
て
い
る
中
で
対

策
本
部
に
お
い
て
債
務
処
理
に
係
る
協

議
を
さ
れ
た
の
か
。

町
長　

原
油
価
格
の
高
騰
、
バ
イ
オ
燃

料
の
需
要
増
加
、
さ
ら
に
は
牛
乳
、
乳

製
品
の
消
費
を
め
ぐ
る
環
境
も
楽
観
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
、
本
町
の
酪
農
家

は
か
つ
て
な
い
情
勢
に
遭
遇
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
関
係
団
体
が
連
携
を

強
化
し
情
報
収
集
に
努
め
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
農
家
支
援
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

ま
た
そ
の
中
で
債
務
処
理
に
係
る
協

議
が
さ
れ
た
か
の
質
問
で
あ
り
ま
す
が

そ
の
点
に
つ
い
て
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

い
う
現
状
で
あ
り
ま
す
。
高
砂
荘
は
、

定
員
55
人
に
対
し
待
機
者
は
約
60
人
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
く
ず
ま
き
は
、
定
員

75
人
に
対
し
待
機
者
は
13
人
、
葛
巻

病
院
の
介
護
療
養
型
施
設
は
定
員
18

人
に
対
し
待
機
者
は
９
人
と
い
う
状

況
で
す
。

議
員　

厳
し
い
財
源
不
足
の
状
況
を
踏

ま
え
、
20
年
度
予
算
を
編
成
さ
れ
た
感

想
は
。
ま
た
、
向
こ
う
３
年
間
の
財
政

見
通
し
は
。

町
長　

財
政
健
全
化
法
の
本
格
適
用
を

念
頭
に
置
い
て
収
入
に
見
合
っ
た
支
出

を
心
が
け
ま
し
た
。
公
約
し
た
基
幹
産

業
の
振
興
、
中
心
商
店
街
の
活
性
化
、

高
等
学
校
の
存
続
問
題
は
町
政
の
根
幹

で
あ
り
、
最
重
要
課
題
と
し
て
把
握
し

重
点
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

向
こ
う
３
年
間
の
見
通
し
で
す
が
、

国
の
交
付
税
改
革
は
あ
る
程
度
落
ち
着

い
た
も
の
の
交
付
税
の
増
収
は
見
込
め

な
い
状
況
で
す
。
一
方
、
支
出
は
人
件

費
、
公
債
費
は
減
額
で
き
る
も
の
の
社

会
福
祉
に
係
る
経
費
の
増
額
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
建
設
事
業
、
単
独
事
業

の
増
額
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

今
後
の
３
年
間
は
貯
金
を
取
り
崩
し
て

計
画
を
立
て
、
そ
の
後
の
２
年
間
は
約

６
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
大
規
模
な

歳
出
削
減
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

議
員　

国
民
健
康
保
険
事
業
（
国
保
）

の
運
営
見
通
し
と
税
率
改
正
に
伴
う
町

民
負
担
は
。
ま
た
、
病
院
経
営
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

国
保
の
加
入
者
、
医
療
費
共
に

５
年
間
で
約
６
％
減
少
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
19
年
度
の
赤
字
が
、
約

５
０
０
０
万
円
、
20
年
度
は
さ
ら
に

５
７
０
０
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
負
担
増
を
お
願
い
し
て
赤
字

を
解
消
し
ま
す
。
そ
の
額
は
一
世
帯
一

年
当
た
り
平
均
で
約
２
万
４
０
０
０
円
、

一
人
当
た
り
１
万
２
０
０
０
円
の
追
加

負
担
を
お
願
い
し
健
全
運
営
に
あ
た
り

ま
す
。

　

病
院
経
営
に
つ
い
て
は
、
現
在
医

師
２
人
体
制
で
懸
命
に
地
域
医
療
を

守
っ
て
い
ま
す
が
、
医
師
の
負
担
は

相
当
に
大
き
く
、
新
年
度
で
の
医
師

確
保
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

議
員　

12
月
定
例
会
で
一
般
質
問
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
内
容
が

解
ら
ず
説
明
不
足
で
な
い
か
。

町
長　

12
月
定
例
会
の
答
弁
と
重
複
し

ま
す
が
改
め
て
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　

町
営
工
事
入
札
に
参
加
す
る
際
、
一

般
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
個
人
か
ら
法
人
に
な
る
時
に
経

営
審
査
の
県
申
請
を
誤
解
し
た
た
め
に

怠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

町
職
員
の
同
審
査
の
確
認
も
個
人
の

認
可
が
継
承
さ
れ
る
と
誤
解
し
て
い

ま
し
た
。
今
後
は
入
札
時
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
確
認
を
行
い
再
発
防

止
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

食事中の高砂荘のみなさん

向こう3年間の財政
見通しは
厳しい状態にあっても課題解決に
向けた予算を作成する柴田 勇雄議員

しば　た　　いさ　お　  　　

厳しい経済状況の中、完成した佐ノ渡橋 配合飼料のタンク詰め作業

国
保
税
は
ど
の
く
ら
い

値
上
げ
す
る
の
か

一
人
、一
年
当
た
り
平
均

１
万
２
千
円
の
負
担
増

入
札
参
加
資
格
確
認
の

不
備
問
題
の
責
任
の
所
在
は

今
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
再
発
防
止
に
努
め
る

山岸はる美議員
やま　ぎし　　　　　　み　　　　

厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
の
農
家
支
援
策
は

農
業
生
産
資
材
・
飼
料
価
格
等
高
騰
対
策
で
農
家
支
援

介
護
施
設
の

利
用
状
況
は

80
余
名
の
方
が

待
機
状
態
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